
令和７年度　 【地域学校協働活動推進事業】地域学校協働本部別 実施状況

学校名

本部名 はっさむ小みらい☆プロジェクト

代表者 村松　良太 （おやじの会会長（任意団体：SSK-G発寒会長））

構成

合　計 10 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 5 名 学　校 3 名 校長、教頭、教職員

ＰＴＡ 2 名 会長、副会長 その他 0 名

2 名 SSK-G発寒(任意団体)2

会議開催 2 回 開催月 4月、3月

実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

発寒北地区少年育成委員会副会長１、発寒北まちづくりセンター会長１

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ
ｰ

発寒小学校 【西区】

No
実施日
※2

分野：◎主・○従

活動名 活動実施状況

参加人数

学
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教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1

6/28

◎ ○

フロアカーリングやって
みる会①inみら☆プロ

2 8 2 1 2

(土)
発寒小体育館 発寒北地区青少年育成委員会、学生ボランティア

2

7/14

○ ◎

くるみdeフロアカーリン
グ

特別支援学級の授業としてフロアカーリングを実
施。４チームに分かれ試合を行ったが、子どもたち
は昨年練習した内容を生かし、よりレベルアップし
た内容で取り組むことができていた。 0 2 2 1 4

(月)
発寒小体育館

3

7/28

◎

みら☆プロすたでぃ夏

0 2 2 4 0

(長)
発寒小教室 DAYSROOM

4

10/18

◎ ○

防災中

1 1 2 3 1

(土)
発寒小２階ホール 発寒北安心してくらせるまち協議会

5

11/8

◎ ○

フロアカーリングやって
みる会inみら☆プロ

0 9 2 1 1

(土)
発寒小体育館 発寒北地区青少年育成委員会

6

11/16

○ ◎

リアル野球BAN

1 1 2 1

(日)
発寒小体育館 発寒小おやじとおかんの会

7

12/8

◎

くるみdeコンサート

1 2 2 0 6

(月)
学校　音楽室 PTA

8

12/17

◎

キャリア教育

0 8 2 5 3

(水)
発寒小各種教室 NPO法人marge（岡松諒　氏）

9

12/26

◎

みら☆プロすたでぃ冬

2 1 2 2 0

(長)
発寒小教室・ホール PTA、みら☆プロCREW

10

3/7

◎

CREWミーティング

9 3 0 2 1 0

(土)
２階会議室 ＰＴＡ

実施回数 合計 10 回 （分野分類）
◎主

○従

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

スタッフ

22

17

西区スポーツ推進委員会、卒業生の学生ボランティア

54

15

11

22 11

67

69

30

参加人数合計 316 10 34 20 29 18

今年度から開始した「みら☆プロCREW」(児童の運営参加)
により、司会や準備運動を児童に任せる方式にて実施。発
寒東小の児童も交えて競技を行ったことで、これまで以上
に人と人との触れ合いを学びながら楽しめる活動となっ
た。

夏休みの宿題等に取り組む児童のサポートを行った。低学
年と高学年に分け実施し、運営スタッフやボランティア、
加えて「みら☆プロCREW」として一部の児童が先生とし
て、参加者の疑問に答える形式で開催した。

防災クイズに取組んだ後、段ボールベッド作りに挑戦し
た。ほぼ子どもたちだけでベッドを完成させるなど参加者
が意欲的に取組む様子が見られた。また、「みら☆プロ
crew」の活動として司会・進行、準備・跡片付けなど効率
的に作業を進められた。

インフルエンザの影響で少人数での開催となったが、校長
先生や育成委員会の方々の協力で楽しく開催することがで
きた。また、初参加のスタッフも自ら受付をするなどの積
極的に取組む姿も見られた。

昨年同様スクリーン表示やDJコールなど運営側の演出で雰
囲気も良く大変盛り上がった。準備や跡片付けも少年団の
保護者が率先して手伝ってくださった。また、待ち時間に
モルックを用意して新しいスポーツの体験会を開くなど、
空き時間の工夫も行った。

ほとんどの児童がサックスの生演奏を初めて聞いて、その
迫力に引き込まれている様子だった。ピアノ曲当てクイズ
や体操、クリスマスメドレーなど一緒に体を動かしたり
歌ったりして楽しく過ごすことができた。司会や講師への
花束なども児童が担い、意義深い取り組みとなった。

保育・飲食など８業種の講師によるブースを開き、児童は
３つのブースを15分ごとに回って話を聞いたり、質疑応答
を行うなどした。児童は講師の用意した資料をモニターで
見たり、話を聞いたりして地域の様々な職業についての興
味を高め、自分の将来について考えるきっかけとなった。

低学年、高学年に分かれて冬休みの宿題に取組んだ。「み
ら☆プロCREW」に加え学生ボランティアとして発寒小を卒
業した中高生が参加し、学習支援や集中力の切れた児童へ
の付き添い等手厚いサポートを行った。

みら☆プロCREWの１年間を振り返り、表彰を行った。表彰
状を渡されるときはみな恥ずかしそうにしつつもうれしそ
うだった。振り返りについては高学年が積極的に意見を出
したことで低学年も次第にアイディアを出してくれるよう
になった。

学習支援 2 回　・　体験活動 4 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 1 回　・　学校支援 3 回

学習支援 0 回　・　体験活動 2 回　・　地域交流 1 回　・　体力健康 2 回　・　学校支援 0 回
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